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	1．はじめに
	1.1 背景 筆者等は2011年3月11日東日本大震災の復興等資する技術・政策等に携わり、福島県他周辺県民等の方々と、過酷な生活等を強いられる本大震災に伴う福島第一原子力発電所事故処理解決の意見交換し、我が国政府環境省・復興庁等関係閣僚・担当官及び東電担当役職員等関係機関への具体的技術・政策提言等を行ってきた。筆者等は、放射性汚染水（主にトリチュウム）処理プロック及び工法の開発に、地元伝統工芸の万古焼(三重県)技術を活用し、セラミック親水性材料ブロックと汚染水処理システム（特許2015年第5706...
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	2.方法　汚染水中のトリチュウムの特性、開発した特許技術のペレット化材料への応用、その品質等確認、汚染水処理システムの構築への技術的なアプローチ等、県民等と意見交換に汚染水処分方法の各プロセスによる検討考察する。
	3)福島県で地元議員・有志等との汚染水処理等に関する意見交換　汚染水放水を軸とする処理に関し、21年3月福島県郡山市で筆者等と現地議員有志等及びZOOMを併用して行ったが、県民及び行業関係者に対する機会が公聴会等の持たれるが、説明を主にするもので、率直な意見交換や放水以外の提案された技術の検証も不十分であり、不安との意見が大勢であった。また、原発施設の設計施工等経験技術者からもコンセンサス不足の処分方法の決定は、今後の被災した炉心部処理や高レベル放射性廃棄物処理問題や脱二酸化炭素上からもベース電源...
	3.2考察　1)貯蔵システム等構築　コンクリートピット状構造物内（壁厚20～30cm:万が一のアブソープセラ物質内制動発生X線遮蔽の高安全性考慮）に貯蔵し、汚染水を流し込み吸水させる工法で、アブソープセラに汚染水含侵及びコンクリートピットでβ線を遮蔽し、半減期以上経過保存させる。自然災害や事故等でピットが崩壊しても、 飽和状態の本材料からは、放射能汚染水が流失を抑制できる。なお、建設場所が敷地内確保できない時は、沖合海上人工島建設ピットを構築する。
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	4.今後の課題等　放射性汚染水処理ブロック及び特許工法技術応用効果と地元要望等の調査検討結果、①トリチュウムを含侵し、半減期までのβ線の飛程を抑制可能なアブソーブセラは、量産可能で、生産コストも比較的安価で、廃棄ロスも少ない。製造の際の成形時に浄水汚泥等の廃棄物も１０～１５％混合可能である。 ②現在各種条件で試算を行っているが、実用的には、十分事業化可能である。③アブソーブセラは、半減期迄の期間と用地が確保可能であれば、検討されている海洋投棄等に比べ、漁業関係者、国内外の世論の反対、風評被害等によ...

